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が
、
次
第
に
い
つ
も
の
調

子
で
楽
し
み
な
が
ら
実
験

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 参

加
し
て
く
れ
た
小
学

生
た
ち
に
は
英
語
で
の
説

明
は
、
わ
か
り
に
く
い
部

分
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
映
像
で
見
た
り
、
実

験
を
す
る
こ
と
で
、
理
解

が
深
ま
り
、
楽
し
い
時
間

を
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

八
月
二
十
一
・
二
十
二

日
（
水
・
木
）
に
、
二
年
生

希
望
者
に
よ
る
夏
季
特
設

課
外
授
業
「
関
西
研
修
」

を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
先
は
、
一

日
目
「
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
」
「
兵
庫
県
立 

人

と
自
然
の
博
物
館
」
、
二

日
目
「
理
科
学
研
究
所 

計
算
科
学
研
究
機
構
」

「
神
戸
大
学 
発
達
科
学

部
」
で
す
。
マ
ン
ス
リ
ー
で

は
、
二
号
に
わ
た
っ
て
研

修
内
容
を
お
伝
え
し
ま

す
。 ま

ず
訪
れ
た
の
が
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験

と
教
訓
を
後
世
に
継
承

し
、
そ
の
災
害
被
害
軽
減

目
的
と
し
て
「」 

  

↑
地
震
当
時
の
話

や

地

震

に

関

す

る

様
々
な
展
示
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た

「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ

ー
」
で
す
。
中
で
も
一
．
一

七
シ
ア
タ
ー
で
は
、
特
撮

と
Ｃ
Ｇ
で
、
地
震
の
様
子

が
リ
ア
ル
に
再
現
さ
れ
て

お
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
体
験
し
て
い
な
い
生

徒
た
ち
に
と
っ
て
、
改
め
て

防
災
や
減
災
に
つ
い
て
考

え
る
貴
重
な
機
会
に
な
り

ま
し
た
。 

そ
し
て
、
次
に
訪
れ
た

の
が
「
人
と
自
然
の
博
物

館
」
で
す
。
「
人
と
自
然
の

共
生
」
を
テ
ー
マ
に
百
万

点
を
超
え
る
収
蔵
資
料

が
保
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
の
他
、
通
常
で
は
見

学
で
き
な
い
収
蔵
庫
で
、

貴
重
な
標
本
や
資
料
を

見
す
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
紀
州
由
良
白
崎
石

灰
岩
と
フ
ズ
リ
ナ
化
石
に

つ
い
て
の
講
義
を
受
け
た

後
、
双
眼
実
体
顕
微
鏡
を

使
っ
て
白
崎
石
灰
岩
や
有

孔
虫
、
フ
ズ
リ
ナ
の
化
石

等
を
観
察
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
石
灰
岩
や
化

石
が
和
歌
山
産
で
あ
る
こ

と
を
、
は
じ
め
て
聞
い
た
と

い
う
生
徒
が
多
く
、
身
近

な
内
容
に
興
味
を
持
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

ま
し
た
。 

十
月
二
十
四
日
（
木
）

に
、
本
校
科
学
部
生
徒
に

よ
る
Ｓ
Ｓ
Ｉ
活
動
を
海
南

市
立
亀
川
小
学
校
で
行

い
ま
し
た
。 

実
験
内
容
は
、
「
雲
の

発
生
」
「
液
体
窒
素
」
等
、

い
つ
も
と
同
様
の
内
容
で

し
た
が
、
今
回
は
英
語
を

取
り
入
れ
た
初
め
て
の
取

り
組
み
で
し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｉ
に

慣
れ
た
生
徒
も
少
し
緊

張
し
た
面
持
ち
で
し
た

が
、
次
第
に
い
つ
も
の
調

子 

↓
有
孔
虫
の
殻 

（
星
の
砂
） 

↓
収
蔵
庫
の
中
に
入

っ
て
植
物
標
本
や
剥

製
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 


